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長谷田遠藤ユニ ッ トの研究
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｢超後産金屑を製作｣することと, ｢その物性をあ らゆる手段をつくして測

定｣することが.魂在こつりユニ･ツ トの共通 の中心課題である.低次元′格子ま

たは砲微粒子金属を多種の鉱石 中に製捧することを試みた後,現在はほとんど

セオライ トにしぼ っているO試料作製過程 を物理化学的に詳細に調べること,

(化学分析,還元反応速度 の決定,熟解桁,熟天秤)生成試料の寸法,形の決

定が (X線,電子顕微鏡)化学教室出身の助手坪井 ･顛 末両君によって行われ
ているO 極少数個原子の襲用0)安定性 (例えば個数 または偶奇依存性 )電子状

敬, (輸送現象)磁塵,反応性等,すべて興味ある課題であるが,滞毒鼠率, E

sR (Ag)ナイ トVフ ト (Cu)メスバ ウア- (Fe)の測定を試みているO

超伝導 (Hg)強鮫性 (rJt:3,Ni)も当然L'J)緑鉱であ り ijainPilngの問韻が

解決 したものlから何でも剰 -てやろうという態勢であるo 上述 の棺に,比熱の

用意 をしているが,新 しい手段 としてx綿角相補測定袈薩を製作 したO短寿命

核'))拷.Q の決走が真正面か らの課輩の一つで,京府大の河村教授 ,箪二教室

の武藤教授.長谷川武 男助 手等 と脇間研究が行われるO しか し我々にと -Jて,

極短時蘭 車 中接げしく変動すZ.Jl外場 (電子スピッによる磁場,イオン運動によ

る電気四整頓場など)の噸注目ニ利局するのが,慮大oj目標で,挺微粒金罵lf.jの

イオン運動も当然なが ら･液低また●は非晶状態にある金属音金 の相関時蘭の決

定,転移点近傍に於ける敵気スピンのダイナ ミックズの研究等をこりあげるO

二つのユニットがこの共同課題に集結 した歴 史的な経過のやや直綿的な外伸 も

勿論あるわけで,低次元格子敵性体 わ相転移トづいて高麗率,比熟の他に特に

転移点近傍 のダイナ ミックスを調べているO伴 乃ている弱強磁性 を利周 して虜

強磁 S埴 格子の変動を調 べるO (叫n formalも(3 4Hク日の Z'/ ･釆上 の周疲

敬,磁場依存)稀釈による ⊥ong.ron岳eOrderの発生の様相の変化 O (崎 ,

- Mg formate4H20 の比熱 トoK以下のメスバクアづ) もうーう過去か

らの延長 として高藤 捜高磁場中での非共噂緩和 (Ni fi.utも L〕n 中の ps占 PsLう

乳 また液体金属の関係では希土感金閣の熔融状態の電気転私 承-ル係数
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磁性,髄気共鳴の研究の進感と共に遷移金属,希土類金属合金の低温蒸着非晶

薄膜 の軽質に補心 を集甲 している (Fe.Ni,Co等の遷移金属, La,Ce,Gd

等の希土類金属,またはそれ.等の希薄合金一例 えば, Fe,Ni.Co-Bi,Ce,

Gd･Dy-Bi等)もうーっ先述のⅩ線角相聞の装置は勿論 ポヂ トロン消滅の

測定装置でもあ って,超微粒金属粒子中の Fermi面0)決定にも, また,上の

硬練非晶状態中の金属甲の電子構造の決定にも大きな力を発振す ると期待 して

いる｡

プ ラ ズ マ 物 理 研 究 室

スタッフ 田 中 茂 刺

嘩 道 恭

我々はプラズマと竃短波 または荷電粒子流 との相互作用の実妹的研究を行 っ

ているO (a)プラズマ露頭は磁気プラズマでは電子 サイクロ トン高調俊 を伴

ラ-イブ リッド共鳴として,虞に不均一密庄分布のプラズマでは高適波近傍 に

敏弼横道 をもt･,.て観測 された｡ 比の樺 の転 頭は外か ら加えた電波, または電子

ビームにより強 く励起 され ,ノ､リス型不安定性によると考えられ るO庇の綴加

えた砲乱 は弱いがプラズマの非線型に よる凝廟の倍細波 も戚刺 された. (bj

電子 oI)エネルギー分布が乱れていて,かつ電 線の幅身摘好面積の電子エネルギ-

威存睦が 大きい場合,電波はプラズマ内で負 の吸収,即ち壇 巾され るとい うマ

イクロ不安定の東栄を見出 した O これは誘導 サイクロ トロン福射と鍬劫遍射に

よるものであるO笑顔に 準 などのラムザウエル効果 の大きいガスのプラズマ

で,前者 はサイクロトロンとその高諸飯で,後者は電子の衝突周波政 よ り砥 い

周波数で現われ 産 . (C)一方,空蘭和 二不均一な磁場に強力な電磁波 を竃畳

し,局所 萄な電子 i!,-イクロ トロン共鳴を行 ってプラズマをガロ遠 し,プラズマピ

-ムを発生 させる実験を行 っているo鹿のプ ラズマビームの安定性,特に熱化

の方法を検討すると共に,庇の加速の原 理を使 ってカスプ磁場内のプラズマの

カスプ損失 を抑制することを試みて,高唱プラズマの発生 と,その報 じ込め の

一つの可能性 を追求する0
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